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おいしさってなんでしょう？ヒトは食べ物を味わう際に五感とともに食経験・食文化・体調・雰囲

気などを総合し、脳でおいしさを判断しています。その中でも味・香り・食感は食品がもつおいしさ

の重要な要素と言えます。 

植物、動物から様々な匂いがします。匂いを感知する嗅覚は天敵を避け、食物を探し、パートナー

を見出すといった生き物としての重要な外界の状況を察知する感覚で、匂いはそれを媒介する役目を

持っています。匂いは分子あるいはその混合物です。匂い分子は発生源から揮発することから始まり

ます。それらは鼻腔内に入り込み、一番奥にある（ヒトでは眉間のあたり）嗅神経細胞を覆う嗅粘液

に溶け込み、嗅神経細胞に発現する嗅覚受容体を活性化させて、初めて匂い源となります。嗅覚受容

体の活性化は脳に信号として伝達されます。そこで私たちは何の匂いか認知し、おいしそう！という

情動や食べたい！という感情、例えば食欲を持ちます。 

鼻における匂い受容の主役は嗅覚受容体です。ヒトの嗅覚受容体遺伝子は約 400 種あり 1)、そのオ

ンオフ、例えると 400 素子の電光掲示板の組み合わせ信号で多様な匂いを嗅ぎ分けています。多くの

匂い分子は複数の嗅覚受容体を活性化し、1 つの嗅覚受容体は複数の分子により活性化され、その様

式は「多対多の組み合わせ信号(combinatorial coding)」と呼ばれています。匂いは通常、複数の分子

の混合物であるので、個々の分子への結合様式と活性化能によって相加・相乗・抑制作用が生じ、そ

れが 400 種の受容体の活性プロファイルに反映されます 2)。私たちヒトはあらかじめ用意した（遺伝

的に組み込まれた）400 種という限られた数の受容体で「多種多様な匂い分子の認識」および「構造

や組成の微細な変化の識別」を効率的に実現するという問題に対処していると考えられるでしょう。 

感覚において視覚と聴覚は物理信号であり、デジタル化が進んでいます。例えば視覚の色彩におい

ては Red、Green、Blue の 3 色の RGB コードでほぼすべての色が表現でき、3 つの数値で記述され

ます。この 3 色はヒトの視細胞のうち、錐体細胞においてこれら 3 色を識別するロドプシン受容体に

準じています。RGB コードにより色をデジタル表現することで、世界中のどこでも同じように記録、

再現ができるようになっています 3)。化学信号である味覚と嗅覚においては、刺激物質側からはその

質と強度を記号化・数値化することは極めて難しく、それゆえデジタル化が遅れています。私たちは、

物質側から見ると途方もない次元数（1 万～400 億）4)の匂いの世界も、受容側から見ると 400 次元ま

で縮約されることに着目し、受容体活性プロファイルに基づく匂いのデジタル化を試みてきました。

本講演では「香り」「匂い」についてその受容メカニズムを理解し、香気設計技術を開発してきたお話

をしたいと思います。 
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